
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＵＴ祭  
 

10 月12 日（土）・13 日（日） 午前10時～午後4時 

10 月 12 日（土） 

○「＆ＣＲＡＺＹ」ライブ 

○「マック中原」お笑いライブ 

○陶芸絵付体験（先着 50 名） 

10 月 13 日（日） 

○「カラスの弁護人」渥美守久氏 講演 

○「ＮｏＢ」アニソンライブ 

○コスプレ参加で豪華景品ＧＥＴ！ 

両日共通イベント 

○学科展、研究室公開 

○ロボット操縦体験＆ゲーム 

○模擬店、こども祭り ほか 

 大学祭のご案内 

平成 25 年度（後期） 行事予定表 
※学内における諸事情により、予定を変更することがあります。 

  

Koka TIMES 平成 25 年 10 月 1 日（第 12 号）

大学 
 

行 事 日 程 

10 

月 

教育懇談会 8日（火）～18日（金）

防災訓練 11日（金） 

大学祭 12日（土）、13日（日）

12 

月 
学生冬期休暇 21日（土）～ 

1 

月 

学生冬期休暇 ～7日（火） 

定期試験 24日（金）～ 31日(金)

2 

月 

4年 卒論提出期限 3日（月） 

成績発表 12日（水） 

4年 卒業研究発表会 14日（金） 

学内企業説明会① 25日（火） 

学内企業説明会② 26日（水） 

3 

月 

4年  卒業判定結果発表 7日（金） 

卒業証書・学位記授与式 14日（金） 

 

短大 
 

行 事 日 程 

10 

月 

教育懇談会 8日（火）～18日（金） 

防災訓練 11日（金） 

大学祭 12日（土）、13日（日） 

1年 健康診断 25日（金） 

11 

月 

1年 ＣＳ教育講座 1日（金） 

1年 就職模試② 29日（金） 

12 

月 

1年 学内企業説明会（座談会） 6日（金） 

2年 定期試験 6日（金）～10日（火） 

1年 中古車査定士試験 11日（水） 

2年 成績発表 16日（月） 

1年 学生冬期休暇 21日（土）～ 

2年 学生冬期休暇 25日（水）～ 

1 

月 

学生冬期休暇 ～7日（火） 

1年 就職活動調査① 17日（金） 

1年 定期試験 29日（水）～  

2 

月 

1年 定期試験 ～4日（火） 

1年 成績発表 7日（金） 

2年 卒業判定結果発表 21日（金） 

1年 学内企業説明会① 25日（火） 

1年 学内企業説明会② 26日（水） 

3 

月 

卒業証書・学位記授与式 14日（金） 

2年 整備士登録試験 23日（日） 

 

大学院 
 

行 事 日 程 

10 

月 

教育懇談会 8日（火）～18日（金）

防災訓練 11日（金） 

大学祭 12日（土）、13日（日）

12 

月 
学生冬期休暇 21日（土）～ 

1 

月 

学生冬期休暇 ～7日（火） 

博士：論文審査申請期限 15日（水） 

博士：審査会・公聴会 30日（木） 

2

月 

修士：論文審査申請期限 7日（金） 

修士：審査会・公聴会 18日（火） 

3 

月 
学位記授与式 14日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ソーラーカーレース鈴鹿 2013 オリンピアクラスに挑戦 

●学生サークルが蒲郡市の魅力を発信  ●各センターからのお知らせ 

●平成 25 年度行事予定表（10 月～3 月） 

Koka TIMES 
AICHI UNIVERSITY OF TECHNOLOGY 

AICHI UNIVERSITY OF TECHNOLOGY AUTOMOTIVE JUNIOR COLLEGE 

－ 心を磨き、技を極め、夢に挑む － 

 
平成 25 年 10 月 1 日（第 12 号）

ＮＨＫ大学ロボコン 2013 出場 

注意！！スマートフォンの「ながら歩き」 

編集／発行 

愛 知 工 科 大 学 

愛知工科大学自動車短期大学 

入試広報センター 
〒443-0047 
愛知県蒲郡市西迫町馬乗 50-2 
TEL.0533-68-1135 
URL.http：//www.aut.ac.jp/ 

NHK 大学ロボコン 2013 
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ニュース＆トピックス 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

6 月 9 日（日）、東京・代々木国立オ

リンピック記念青少年総合センターに

おいて行なわれた、NHK 大学ロボコン

2013に本学のロボ部が出場しました。 

NHK 大学ロボコンとは、NHK（日本放

送協会）、NHK エンタープライズが主催

するロボットコンテストで、ABU（アジ

ア太平洋放送連合）の主催するロボッ

トコンテストの日本代表選考会を兼ね

ています。今回で12回目を迎えたこの

大会には、書類審査、ビデオ審査と厳

しい審査を通過した 21 大学が出場し、

アイディアや技術を競いました。 

 

 

 

 

 

 

今回の競技課題は「THE GREEN PLANET

（グリーンプラネット）」。競技時間は3

分間。2チームによる対戦形式で、手動

ロボット、自動ロボットの2台を製作し、

地球が描かれたフィールドを進みます。 

フィールド奥には、月に見立てた台が設

けられており、2台のロボットが地球を

「木の葉」（円筒形の筒）で埋めた後、

自作の「苗木」を4ｍ先の月に向かって

飛ばし、見事に着地させれば「グリーン

プラネット」達成となり勝利します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

過去には、優勝、準優勝と輝かしい

実績を持つロボ部ですが、ここ数年は

書類審査を通過するものの、なかなか

出場を果たすことができませんでした。 

しかし、ロボットに対する「情熱」は

脈々と受け継がれ、今回の出場へと繋

がりました。 

ロボット製作は、大会テーマを意識

しながらとことんこだわりました。ユ

ニークなデザインや動きと、機体の強

度やバランス、制御の手法などを両立

することは非常に困難を極めました。 

新しい発想を随所に取り込んだロ

ボットが完成するまでには、チーム内

で意見がぶつかることも。しかし、そ

のエネルギーをプラスに変え、こだわ

りの 2台が完成しました。 

大会当日は、予想以上に滑るフィール

ドに手こずりながら、ギリギリまでプロ

グラムや機体の調整を行いました。 

予選リーグは、優勝候補の東京大学、

名古屋工業大学と対戦。手動ロボットは

順調に動いたものの、自動ロボットに予

期せぬトラブルが発生。残念ながら決勝

リーグへの進出はかないませんでした。 

大会を終えた部員たちは、結果への悔

しさはあっても、ここまで努力した達成

感から笑顔が見られました。そして大会

の閉会は、2014 年のロボコンに向け、

後輩たちへ「情熱」が受け継がれる瞬間

でもありました。 
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手動ロボット「森さ～ん」 

バックヤードで調整を行なう 

ロボ部の学生たち 

北見工業大学    北海道  チーム・Onion 

筑波大学     茨城県  つくばろぼっとサークル 

ものつくり大学  埼玉県  イエロージャケッツ 

工学院大学    東京都  ＫＲＰ 

電気通信大学   東京都  ロボメカ工房 

東京大学     東京都  RoboTech 

東京農工大学   東京都  Ｒ.Ｕ.Ｒ 

横浜国立大学   神奈川県 Robo+ism 

長岡技術科学大学 新潟県  RoboPro@nut 

新潟大学     新潟県  科学技術研究部 

金沢工業大学   石川県  飛翔 

信州大学     長野県  Green Gears 

愛知工科大学   愛知県  テクノゆめトピア 

豊橋技術科学大学 愛知県  とよはし☆ロボコンズ 

名古屋工業大学  愛知県  ロボコン工房 

京都工芸繊維大学 京都府  TECHNOUS-KIT 

大阪工業大学   大阪府  大工大TECFER 

徳島文理大学   香川県  プロジェクトRK 

九州大学     福岡県  ＫＵＲＴ 

福岡工業大学   福岡県  FIT-BLUE 

長崎総合科学大学 長崎県  NiAS夢工房 

 

NHK 大学ロボコン 2013 

出場大学 

自動ロボット「星マモリューくん」

奨励賞を 

いただきました 

NHK 大学ロボコン 2013 

ビジュアルにこだわった 2 台のロボットで挑戦 

研 究 室 訪 問 
- 電子制御・ロボット工学科 永野研究室 - 

日本は世界有数の長寿命国となりました。長く生きられるだ

けでなく、心身ともに健康でいきいきと毎日の生活を過ごし続

ける、いわゆるQOL(Quality Of Life)と呼ばれる生活の質の高

さが重要となってきています。医療機関では、手術によってQOL

が下がらないように、医療機器の高性能化、カテーテルによる

治療、最近ではロボット手術の導入など、患者さんの身体的手

術負担を軽減する低侵襲手術が積極的に進められています。 

永野研究室では、名古屋大学医学部脳神経外科と医工連携

を図り、くも膜下出血の原因となる脳動脈瘤の破裂を防止す

るコイル塞栓術と呼ばれるカテーテル治療の研究に取り組ん

でいます。脳内の動脈血管の弱い部分が血圧によってこぶ状

に膨らんでしまったものが脳動脈瘤で、コイル塞栓術では、

カテーテルを用いて瘤の中に白金製の金属ワイヤを充填し、

瘤を内側から固めます。金属ワイヤはコイル状の形をしてい

るために、この治療をコイル塞栓術と呼んでいます。コイル

塞栓術では瘤を破裂させないように所定の密度までコイルを

充填する必要があり、その充填操作に熟練を要しています。 

 

○手術手技の記録に関する研究 

2012年に、コイル塞栓術を支援する機器を開発して、日本

コンピュータ外科学会より論文賞（医学賞）を頂きました。

現在、コイル塞栓術の手術手技の記録および体験を行う装置

に関する研究をしています。 

手術訓練用に最近ではコンピュータを用いたリアリティの

高い画像を表示するシミュレータもありますが、コイル塞栓術

用には、なかなかよい訓練装置がありません。訓練効果を上げ

るには、熟練医師の技を真似るのが一番よいと考えます。そこ

で、本研究では、熟練医師のコイル挿入操作を記録するシス

テムと、その記録データを用いて若手医師がその操作を体験で 

 

 

きるシステムを研究しています。記録システムは、ロボット技

術の一つであるマスタースレーブ方式を用いています。本システ

ムでは、ワイヤを2つに切断し、マスター側のワイヤを医師が

操作し、その操作に合わせてスレーブ側のワイヤがコイルを瘤に

入れていきます。マスターとスレーブとの間でワイヤの挿入力

と位置を検出し、コイル挿入中の瘤の画像とともに記録します。

 

○技の支援・訓練・実現に挑戦する卒業研究 

 永野研究室では、人の技を支援するシステム、訓練するシス

テム、実現するシステムを卒業研究テーマとしています。外科

医のように器用な指先を持つ人は、世の中にたくさんいます。

例えばシェフやパティシエだけでなく、ソフトクリームを上手に

作れるファーストフードの店員さんもその一人かもしれません。

そこで、人の技の分野を食品関係にも広げています。学生にとっ

ては、身近な食品を扱うことで、研究意欲も上がってきます。 

これまでに医療分野では、触診トレーニングマシン、切開シ

ミュレータ、食品分野では、巨大たこ焼きロボット、ソフトク

リームロボットなどに取り組んできました。これらのシステム

は、4年生一人ひとりが1年間をかけてゼロから開発していま

す。大学の授業や実験で修得してきた、電気回路設計、マイコ

ン制御プログラム、機械設計などを活用し、大学生活の集大成

である卒業研究に挑んでいます。これらは学生向けの研究テー

マであるものの、一つの完成したシステムであり、大学外での

研究展示への出展もしています。また、ここから本格的な研究

へ繋がることもあります。私の役目は、学生一人ひとりを技術

者の卵として育てあげて、社会に送り出してあげることです。

意欲、人間性、および能力をバランスよく持った技術者となる

ようにこれからも学生を指導していきます。 
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永野佳孝 
准教授・博士（工学） 
 

［専門] パワーエレクトロニクス、 

ロボティクス、メカトロニクス、

医用システム 

［経歴] ＮＴＮ（株） 

     名古屋工業大学 プロジェクト准教授 

 

Profile 

コイル挿入操作記録システム 

シリコーン製の模擬動脈瘤へのコイル挿入中の画像 

触覚トレーニングマシン 切開シミュレータ 

巨大たこ焼き 

ロボット 

ソフトクリーム

ロボット 

Koka TIMES 平成 25 年 10 月 1 日（第 12 号）

マスター

スレーブ

瘤の撮影用

顕微鏡カメラ

4
mm
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○図書館開館時間の変更 

平成 25 年 4 月より、通常講義の開

講期間は 20：30 まで開館しています。 

 

○4号館学生自習室の利用について 

今年度より、4 号館学生自習室への

入退出は、6号館図書館入口ではなく、

4 号館側の入口とします。自由に入室

し、個人学習やグループ学習にご利用

ください。 

 

 

 

「研究から部活まで･･･ものづくり

を支援します！」を合言葉に、本学で

の卒業研究、サークル・部活動での支

援と並行して、さらに広く地域社会に

開かれた「ものづくり工作センター」

を目指して活動を展開しています。 

機械加工室では、旋盤・フライス盤・

ボール盤・帯のこ盤などが設置され、

手軽に金属等の機械加工ができます。

木工加工室では、帯ノコギリ盤、糸ノ

コギリ盤、電動ノコギリなどがあり、

木材の加工が簡単にできます。電子工 

 

 

 

～インターンシップ実施報告 ～ 

本学では、現場体験に基づく学習とし

て夏休みを利用したインターンシップを

奨励しています。今年度は工学部 39 名、

短期大学59名が参加しました。 

インターンシップは従来の就職活動

を視野に入れた工学部3年生に加え、今

年度からは、教育目標である「自立と夢

の実現」を目指し、学生自身が主体とな

って「意欲」「人間性」「能力」をバラン

スよく向上させる「AUT 教育」の学外プ

ログラムとして、1・2年生が参加してい

ます。1 年生では、入学時の工場見学に

続き、地元の幸田町と周辺企業の協力で、

2～4名のグループに分かれて3～5日の

実習に参加、それぞれのテーマに沿っ

た実地研修と成果発表を行いました。

2年生では、東三河地域協力センターと

地元企業の協力で、地域のものづくり企

業を知るためのバス見学を2日、実地研 

 

 

○新規受入資料 

平成24年後期～平成25年前期まで

に、図書 805 点、視聴覚資料 18 点を

受け入れました。 

専門科目の図書だけでなく、ベスト

セラーや学生からのリクエストによ

る図書も多数受け入れましたので、

どうぞご利用ください。 

 

 

 

 

 

作室には、各種電子計測器が取り揃え

てあり、電子工作も気軽にできます。 

また、今年度も「工作機械・電動工具

の取扱い安全講習」を実施し、延べ 26

名の学生に修了証を発行しました。卒

業研究や部活動に役立ててもらえれ

ばと思っています。 

さらに、卒業研究・サークルなどか

らの要望により、当センターのスタッ

フがいない場合でも同センターが利

用できるよう「ものづくり工作センタ

ー使用規定」を改訂し、利用しやすく 

 

 

 

修を5日、その後、地域企業の経営者に

よる講演や意見交換に基づいたワーク

ショップに参加しました。 

インターンシップ終了後、学年合同の

報告会を行い、事前に作成したプレゼン

資料を使って、参加に至る動機や実習内

容と成果、これからの目標と課題につい

て発表しました。学年合同での実施は、

同じ目標と連帯意識で結ばれたエン

ジニア志向の学生たちが、お互いの推

進力で切磋琢磨し、共に大きく成長す

ることを期待して企画しました。 

また、自動車業界のエンジニアやメカ

ニックを育成する短期大学は、1年生を

対象に 5 月にはマツダフレッシュマン

セミナー、8 月にはスズキ技術講習会、

スバルメカニックインターンシップ、

9月には就職活動の準備として、自動車

メーカ 12 社による講演会など産学連

携プログラムが充実しています。短期 

 

 

○図書館だより第 8 号発行 

平成 25 年 4 月、『AUT 図書館だより

第 8号』を発行しました。教員による

推薦図書、新着図書案内などを掲載し

ています。図書館利用のご参考にご一

読ください。図書館内および図書館入

口の掲示板下に置いてあります。 

 

 

 

 

 

 

しました。使用規定および使用前・使

用後点検表は愛知工科大学イントラ

ネット（学内専用）の「ものづくり工

作センター」にアップしてありますの

で利用時には、ご確認ください。 

 今後も、AUT 祭（大学祭）、蒲郡市

のごりやく市、商工会議所などからの

依頼講座への支援・協力を行う予定と

なっています。 

 みなさん、1 号館 1 階 1107 室（も

のづくり工作センター）へお気軽にお

越しください。 

 

 

 

大学も今年度から 2 年生の夏休みに、

3～5日のインターンシップを義務付け、

学内で行うビジネスマナー講座との併

用で、社会人の自覚を促し、入社に向

けた意識の高揚、挨拶・身だしなみ・

名刺交換などビジネスシーンで要求さ

れる基本動作の習得をしました。 

インターンシップを通じて、学生たち

は社会や職業を知り、大学での勉強との

関連から、将来の夢や仕事について真剣

に向き合える絶好の場となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリアセンター 

図書館 

ものづくり工作センター 
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急速に普及するスマートフォン（ス

マホ）。通話はもちろん、インターネ

ットによる情報検索、ゲームや音楽、

Facebook や LINEなどのSNS（ソーシャ

ルネットワーキングサービス）など、

非常に便利な機能が搭載されていま

す。そして、常に携帯して場所を選ば

ず、いつでも利用が可能です。 

しかし、利便性の高さから、歩きな

がらスマホを利用する「歩きスマホ」

が急増。「歩きスマホ」をしていた人

がホームから転落したり、他の歩行者

と接触して事故を起こすケースが増え、 

 

 

 

 

 

実験は、スマホ使用者に瞳の動きを

追うカメラをつけ、視線データをデジ

タルレコーダーに取り込みます。記録

されたデータをコンピュータで解析

し、視線の動きをグラフィカルに再現

する装置で視線の動きを表しました。 

横断歩道を手ぶらで渡ったときと、

スマホで Twitter をしながら渡ったと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その危険性が指摘されるようになり

ました。 

今年 5 月には、東京の JR 四ツ谷駅

ホームで、携帯電話を見ながら歩いて

いた小学生が線路に転落する事故が

起き、マスコミ各社が「歩きスマホ」

の危険性を取りあげました。 

以前より、スマホの「ながら使用」

の危険性に着目して、駅のホームや交

差点などで実証実験を行い、さまざま

なデータを解析して危険性を訴えてき

た小塚研究室へは、メディア各社から

検証や解説の依頼が多くありました。 

 

 

 

 

 

きの視線を比較した結果が左下の写

真です。 

 実験で「歩きスマホ」をすると、す

れ違う人と接触することも。 

検証の結果、手ぶらでは、前後、左

右、横断歩道の先まで満遍なく見てい

るのに対し、「歩きスマホ」では、自

分は周りを見ているつもりでも、意識

がスマホ画面に集中するため、ほぼ画

面に視線が釘付けになります。さらに

下を向いて歩くため、視界は 2～3ｍと

非常に狭いことが証明されました。 

 このほか、小塚研究室では、ヘッド

ホンをして音楽を聞きながら自転車

を運転する場合の視野についても検

証。この場合も、視線が中央に集まり、

視野が狭まることが実証されています。 

 

 

 

 

 

駅のホームでは、スマホ使用者が転

落する危険性はもちろん、周囲の人に

接触して転落させる、メールなどを確

認するために突然立ち止まって周囲

の人と接触するなど、「歩きスマホ」

による事故が増えています。このため、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームや車内放送などで注意を呼び

かけています。 

スマホをお持ちのみなさん、「歩きス

マホ」は大変危険です。あなたが事故の

加害者になることもあります。ご注意く

ださい！！ 

Koka TIMES 平成 25 年 10 月 1 日（第 12 号）

02

特殊なカメラで使用者の視線を計測して解析 

視野が極端に狭まり、ほぼ画面に釘付け 

テレビ放送         

・NHK E テレ「Rの法則」 7月 1 日 

・CBC「ゴゴスマ」 6月 26 日 

・名古屋テレビ（メ～テレ）「UP！」 6月 21 日 

・NHK総合テレビ「週間ニュース深読み」 6月 15 日

・フジテレビ「アゲるテレビ」 6月 13 日 

・TBS「みのもんたの朝ズバッ！」 6月 13 日 

・九州朝日放送「アサデス。」 6月 11 日 

・名古屋テレビ（メ～テレ）「ドデスカ！」 6月 7日 

・北海道テレビ「イチオシ！」 5月 31 日 

・TBS「Nスタ」 5月 27 日 

・TBS「NEWS23」 5 月 23 日 

・毎日放送「VOICE」 5 月 22 日 

・フジテレビ「とくダネ！」 5月 2日 

 

新聞掲載         
・毎日新聞（朝刊 25面） 

 「歩きスマホ 禁 作戦」 8月 6日 

・中日新聞（朝刊 1面） 

「歩きスマホ 駅では厳禁 ホームから転落 

階段で人と衝突」 7 月 15 日 

・北海道新聞（夕刊 6面） 

 「スマホの「ながら歩き」画面に引き込まれ

転落も」 6月 15 日 

・朝日新聞（朝刊 34面） 

 「危ない！歩きスマホ画面に集中･･･ 

  転落、衝突」 6 月 4日 

・読売新聞（夕刊 1面） 

 「やっぱり危険「歩きスマホ」駅ホーム 

  転落事故増加」 5 月 29 日 

 

その他         
・月刊 AERA 4 月 15 日号 

 「君たちは歩く凶器だ」 

 

○

自分では注意しているつもりでも･･･ 

突然「立ち止まる」など、予測できない行動が事故に 

NHK 総合テレビ「週間ニュース深読み」

取材を受ける小塚教授 手ぶらのときの視線の動き 

スマホ操作中の視線の動き 

※交差点、駅ホームなどでの実験は、警察署や鉄道会社 

などに許可をいただき行いました。 

「歩 きスマホ」は非常に危 険！ 

あなたが重大な事故の加害者になることも 
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8 月 2 日（金）、3 日（土）、三重県

の鈴鹿サーキットで行なわれたソー

ラーカーレース鈴鹿 2013 にソーラー

カー部が出場しました。 

今回は、昨年までの ENJOY クラスか

ら、ソーラーカーの実用化を目指す国

際規格であるオリンピアクラスへス

テップアップ。このクラスは 4輪であ

ることや、ヘッドライト、テールラン

プ、方向指示器などの装備が義務づけ

られ、公道でのレースを視野に入れた

安全性が重視されます。 

そのため、ソーラーカー部は車体を

一新しての出場となりました。 

車体は、光岡自動車のキットカー：

K2（ガソリン車）をベースに、電気自

動車へコンバートしたものを使用し

ました。 

ソーラーパネル取付板には、軽量か

つ剛性を持たせるために、CFRP（炭素

繊維強化プラスチック）を採用しまし

た。このため、CFRP を加工するための

高温で焼き固める炉も製作。ペーパー

ハニカムをコア材にした CFRP を形成

加工し、幅 160cm、長さ 330cm、厚さ

6cm の取付板を製作しました。これに

より、ソーラーパネル部分は、パネル

25 枚を含めて 22kg と大幅な軽量化に 

 

 

 

 

 

平成 25 年蒲郡市民企画公募まちづく

り事業助成金審査会の公開プレゼンテ

ーションおよび書類審査により、学生サ

ークル「蒲郡Fan」の取り組みが評価さ

れ、助成金97万円が交付されました。 

蒲郡市民企画公募まちづくり事業助

成金とは、地域の多様な活動主体が公共

の領域をともに担いあう「新しい公共」

の考え方のもとに、蒲郡市に「新たな支

えあい」の担い手を創出し、地域公共

サービスを豊かに展開していくこと

を目的としたものです。 

これまで「蒲郡Fan」は、地域活性化 

 

 

 

 

成功。剛性との両立も果たすことがで

きました。 

電池は、平成 25 年 1 月時点のルー

ルに従い（株）マイクロ・ビークル・ 

ラボ社にリチウムイオン電池の製作

を発注しました。しかし、発注後にル

ール変更があり、バッテリー質量が最

大 15Kg から 22kg に。バッテリーの発

注後であったたため、やむなく 15Kg

のバッテリーを搭載。残念ながら、

22Kgを搭載したチームとのバッテリー

容量差は 1.5 倍になってしまいました。 

完成したソーラーカーは、他のチー

ムよりも公道を走る車に最も近い形

となりましたが、ベース車両の重量が

影響して総重量約200Kgに。さらにバッ

テリー性能にも不安をかかえてのレー

ス参加になりました。 

当日は、強い日差しが照りつける中、

12 時に 5 時間耐久レースがスタート。

開始から2時間で、順調に16周を走行

しました。17 周目に入り、バッテリー

残量がほぼ無くなったためピットイン。

車両の点検と太陽光による充電を行い

ました。その後も走行と停止しての充電

を繰り返しながら、23周に到達。結果、

オリンピアクラスで7位となりました。 

レース後には、「市販車を使っての 

 

 

 

 

 

を目的に「市内の観光スポット」「ショッ

プ」「グルメ情報」など、蒲郡の魅力を

Webや Facebook、Twitterといったソー

シャルネットワーキングサービスを活

用して情報発信してきました。今後は、

市民が企画するイベントサイトの構

築と、市民が情報発信しやすい「まち

の瓦版」のような機能を追加し、さら

に市民にとって公益なサイトを構築

していく予定です。 

学生たちは、フォトコンテストなど

のイベントも企画し、地域貢献に勤し

んでいます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソーラーカー製作は、車両重量、空気

抵抗などに課題がある」「ソーラーカー

といえども 5 時間耐久レースでは、ス

タート前にフル充電したバッテリーで

の走行がメインのため、搭載バッテリ

ーの容量が、大きく走行距離に影響を

与える」などの反省点があげられ、部

員たちは次年度に向けての調整点を話

し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

03 

FIA ALTERNATIVE ENERGIES CUP ソーラーカーレース鈴鹿 2013 

国際規格のオリンピアクラスに挑戦 

Web や Facebook、Twitter を使った“街おこし” 

蒲郡市のまちづくり事業で社会貢献 

 

 

平成 25 年 2 月に基礎教育センター

が発展的に改組し、総合教育センター

となりました。総合教育センターには、

基礎教育部門、初年次教育部門、教育

連携部門があり、今年度からの教育目

標である「自立と夢の実現」に向けた

AUT 教育の推進を担っています。今年

度からはじまった教育改革の柱は「意

欲喚起型科目」と「雁行型教育科目」

で構成される1年次の授業からはじま 

 

 

 

今年度の主な活動をご紹介します。 

 

1．地元市町村との連携を強化します。

①蒲郡市とは「がまごおり産学官ネット

ワーク会議」が進めている、鮑陸上養殖

プロジェクトが着実に推進できるよう

に協力しています。現在は、養殖地を旧

蒲郡市民プール跡に決定し、養殖方式の

検討を行いつつ、養殖装置（飼育槽、濾

過槽）、実験水槽などの仕様策定を進め、 

県立三谷水産高等学校の協力のもと、今

年中の本格稼働を目指しています。 

②幸田町とは、町が主催する「幸田プレ

ステージレクチャーズ」を後援するとと

もに、本学の研究成果を会場でブース展

示するなどして、同レクチャーズを盛り

上げています。6 月 28 日（金）には、

電子制御・ロボット工学科のロボット技

術の展示を行い、10月 22日（火）には、

ITS関連（高度交通システム研究所等）

の研究成果の展示を予定しています。 

 

 

 

○キャンパスネットワークサーバ更新 

WindowsServer2012 を導入し、キャ

ンパスネットワークの機能をより充

実させています。まもなく、運用を開

始します。 

 

○インストールメディアの販売について 

Windows 7 や Microsoft Office 2010

のインストールメディアを販売してい

ます。最新のWord や Excel を自宅のデ

スクトップパソコンや個人のノートパ 

 

 

ります。「意欲喚起型科目」は「AUT

教育入門」「キャリア形成と職業」な

どの科目であり、協同学習を主体とし

たものです。「雁行型科目」は「基礎

数学総合」「英語基礎」といった科目

で、意欲と基礎学力を指標に 4つの授

業クラスにわけ、協同学習を取り入れ

ながら全体を引き上げていくことを

特長としています。 

さらに、2年次以降の科目授業にも、 

 

 

 

③岡崎市とも、ものづくり推進協議会事

業を通じて協力体制を維持発展させて

いきます。 

 

2．地域の高等教育研究機関との連携

事業に参画します。 

①「東海 iNET（東海イノベーション・

ネットワーク）」の一員として産学官

連携体制を強化し、地域の活性化に貢

献できるようにします。 

東海 iNET は、平成 20 年度静岡大学と

豊橋技術科学大学が中心となり、参画

機関の連携・協力により、産学官連携

体制の強化を図るとともに、地域イノ

ベーションによる地域の活性化に貢

献することを目的とし、愛知・静岡県

の 19 機関が参加しています。 

②あいちサイエンスフェスティバルの一

員として「さかえサイエンストーク」に

参画します。本学は、10月第4週「あい

ちものづくりWeek」中の21日（月）に 

 

 

 

ソコンへインストールできます。 

なお、在学期間中は授業などで使用す

る個人のノート型パソコンを、メディア

基盤センターへ持参すると、Windows 7 

Pro へのアップグレードや Microsoft  

Office 2010 のインストールができま

すが、卒業後はライセンス認証の更新

ができなくなるため、いずれ、ライセ

ンス切れとなり使用できなくなります。 

卒業後、ライセンス切れで使用できな

くならないように、インストールメディ 

 

 

協同学習の導入を積極的に取り入れ

ています。 

この協同学習を高校生の方にも体

験してもらうことを狙い、高大連携事

業の一環として 8月 6日（火）に体験

授業を行いました。三河地区の 2つの

高校から11名の参加者がありました。

その他、授業改革につながる FD講演、

各種セミナーなどにも積極的に取り

組んでいます。 

 

 

 

「香りや音で自動車事故を防ぐ未来技術」

をテーマに、参加予定です。同フェステ

ィバルは、名古屋大学が中心となって平

成23年度に、愛知県内15の大学、行政

機関、研究所などが参加し、広く愛知県

内で、サイエンス（理系全般）への興味

と関心を喚起し、人々の交流と議論の場

を生み出すことを目的に組織されました。 

 

3．東三河地域防災研究協議会に参加して

います。同協議会には、豊橋市などの8市

町村と本学を含めた4大学が参加し、将来

予想される地域の各種災害への対策など

を共同で研究し、成果を活用します。本学

から提案したテーマも採択されています。 

 

＊＊＊連絡・お問い合わせ先＊＊＊ 

地域・産学連携センター 

地域・産学研究協力室 

E-mail:chiiki@aut.ac.jp 

Tel:0533-68-1304(内線：2122） 

 

 

 

アの購入をお勧めします。 

卒業年度生の最終申し込みは、来年

1 月末日です。2 月以降の申込みでは

卒業日以降の納品となるため、お渡し

できません。卒業年度生の購入希望者

は、1 月末日までに忘れずに申し込み

手続きを完了してください。 

使用条件・詳しい内容につきまして

は、メディア基盤センター事務室にて

ご案内しています。 
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地域・産学連携センター 

総合教育センター 

メディア基盤センター 
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お知らせ 

 

 

 

 

 

 

○平成 25 年度教育懇談会 

 本学での教育懇談会を10月8日（火）

～18日（金）までの間に実施します。10

月12日（土）、13日（日）には、大学祭

も開催していますので多くのご参加をお

待ちしています。 

なお、去る6月 29日（土）～7月 14

日（日）には、富山、高山、長浜、熊野、

伊勢、金沢、福井、飯田、静岡、松本、

浜松の11会場で懇談会を実施。大学院、

大学、短期大学あわせて 83 名の保護

者が出席されました。 

 

 

 

愛知工科大学および愛知工科大学自

動車短期大学は、文部科学省所管の大学

法人であることから、私立学校法を遵守

することを基本としています。 

 平成24年度決算が承認されたことか

ら、この法令に基づいた財務状況につ

いてお知らせをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇談会では、それぞれの学生や家庭

の心配ごとに応じて、就職活動、教育

費、交友関係、下宿生活、日頃の生活

態度など、様々なお話をすることがで

き、有意義なものとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○インフォメーションの整備 

インフォメーションディスプレイ

システムが 25 年度より本格運用され

ました。学生のための様々な情報を提

供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学務課 

事務局 
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○平成 25 年度奨学金等新規採用者数実績（8月 31 日現在） 

奨学金等の種類 大学院 大学 短期大学 

日本学生支援機構奨学金 
第一種 １ １５ ４ 

第二種 ２ ４７ ３５ 

学校法人電波学園奨学金（恒学基金） ０ ０ ０ 

授業料免除 ０ １７ ５ 

教育ローン利子補給奨学金 ０ ０ ０ 

ファミリー奨学金 ― ２ １ 

学修奨学金 ― ５ ４ 

 

 

 

 

愛知県の民話を絵本アプリとして制

作する「カラクリBOOKS」の活動（代

表：筒井潔様）に、今年度もプログラ

ミング研究部（プロ研）が協力します。 

カラクリBOOKSとは、iPadを使った

絵本アプリです。電子書籍のように画面

へのタッチで、ページをめくることがで

き、絵にあわせた朗読と効果音が流れま

す。また、画面中のキャラクターなどを

触ると、様々な動きや音を出す「カラク

リ」が隠されているのが特徴です。 

 平成25年1月にApple社 App Store で

公開した「カラクリBOOKS蒲郡版『竹島

と俊成さん』」でのプログラミング技術

が評価され、今回は日本最大の生産量を

誇り、日本三大瓦のひとつ「三州瓦（さ 

 

 

 

 

 

平成 25 年度卒業生で、今年 3 月に

1 級自動車整備士試験（学科）に合格

した 13 名と、前年度に合格した OB１

名が、5月 12日（日）に行われた１級

自動車整備士試験（口述）を受験し、見

事全員が合格しました。 

 今回の合格者で、本学で学んだ工学士 

の学位を持つ１級自動車整士が100名を

超えました。 

 

 

 

 

 

スマートフォン（スマホ）や携帯電話

を使いながらの自転車運転が危険であ

ることを学ばせたいと、新城高校より情

報メディア学科小塚教授へ依頼があり、

7 月 2 日（火）、全校生徒 567 名を体育

館に集めて交通講話を行いました。 

小塚教授は、以前から携帯電話やスマ

ホの”ながら使用”の危険性について研

究してきました。最近、事故の急増によ

り、その危険性が問題視されています。 

講話では、テレビで放映した実験結果 

 

 

 

 

んしゅうがわら）を題材とした「カラク

リBOOKS 碧南版」を、碧南高校美術部

の生徒たちと制作することになりました。 

 プログラミング研究会が担当する

のは、生徒たちが書いた絵に、キャラ

クターの動きや音のギミック（カラク

リ）をプログラミングで実現し、アプ

リを完成させることです。 

5 月、美術部の生徒たちが書いた絵

コンテやイラストを見せてもらいな

がら、どのようなギミック（カラクリ）

を入れたほうが良いかなどの意見交

換を行いました。 

 現在、数ヶ月ごとに打ち合わせを行

い、実装を進めています。平成 26 年

早々には完成させる予定です。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を見せながら危険性を解説。その後、高

校生に視線計測の機器を装着して自転車

を運転する実験（通常運転、スマホ運転）

をし、スマホ使用時の視界が、通常の

3分の1以下になることが示されました。 

 また、事故を起こした自転車の運転者

が、民事訴訟で高額な賠償金支払いを求

められた判決を例にあげ、「画面を見な

がらの運転は非常に危険で、被害者にな

るだけでなく、加害者にもなり得る」と

注意を呼びかけました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

プログラミング研究会ホームページ 

http://proken.main.jp/ 
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活動内容や学生制作のオリジナルゲームなどが紹介

されています 

 

iPad アプリ 「からくり BOOKS 碧南版」 

高校生の書いた絵を、プロ研の学生が絵本アプリに 

1 級自動車整備士試験 口述試験（2 次）に 

筆記試験（1 次）合格者 14 名が挑戦し、全員合格 

自転車運転中 ”スマホの使用”は危険！ 

小塚教授が高校の交通講話で、実験結果を解説 

愛知工科大学自動車短期大学 

自動車工業学科 
 

2級自動車整備士資格取得 

（ガソリン・ジーゼル両資格） 

自動車短期大学 

自動車整備専門学校 
 

2級自動車整備士資格取得 

（ガソリン・ジーゼル両資格） 

３
年
次
編
入
学 

愛知工科大学 工学部 

機械システム工学科 
 

1級自動車整備士養成課程 

【国土交通省認定】 

 

1級自動車整備士専門科目 
（インターンシップ200時間以上を含む） 

＋ 
機械システム工学科 履修科目 

（ 2年間 ） 
 

・1級自動車整備士受験資格 

・大学卒業 [学士（工学）の学位授与] 

 

学
科
試
験 

２
次[

口
述]

１
次[

筆
記]

実技試験 

免除 

級
自
動
車
整
備
士 

＋ ＝  4年で取得 2年 2年 

１ 
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4 月 27 日（土）、電子制御・ロボッ

ト工学科による合同レクリエーショ

ン大会が開催され、新緑の爽やかな日

差しの中で、1 年生から 4 年生までの

全学年によるソフトボール大会と、教

員も加わったバーベキュー会を開催

し、親睦を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

6月 2日（日）、蒲郡市民会館で「NASA

子ども宇宙教室」が開催され、講演会場

ロビーで本学が研究開発している宇宙

関連ロボットの展示を行いました。 

 「NASA 子ども宇宙教室」では、NASA

アジア支部の Blackerby 氏による講演 

 

 

 

  

7月 13日（土）、14日（日）にモリコ

ロパークにて、愛知県次世代産業室主催

「モリコロパーク夏まつり」でのロボッ 

 

 

 

 

6 月 15 日（土）、「アノマロ宇宙へ行

く！」が蒲郡ラグーナビーチにて開催

され、電子制御・ロボット工学科 大

西正敏教授が缶パラシュート製作・降

下実験の講師を務めました。 

参加した子どもたちは、学生にも手

伝ってもらいながら、缶パラシュート 

 

 

 

 

情報メディア学科では、毎年、入学

生を集めて新入生親睦会を開催して

います。今年は、4月 27 日（土）に蒲

郡市内のホテルで開催しました。当日

は、蒲郡・竹島での潮干狩りを楽しん

だ後、バーベキューをしました。 

さらに 6月 3 日（月）、レクリエー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

があり、多くの宇宙好き親子が集まりま

した。 

「宇宙のこと」や「NASA のこと」、「宇

宙に関わる仕事をするには」など、子ど

もたちにわかりやすく語られました。 

宇宙ロボットを展示した本学ブース

へも、多くの親子づれや地元企業関係者

が訪れ、説明を担当した学生たちは、 

  

 

ト展示ブースで展示を行いました。 

本学は、JAXA と共同開発中の『月面

探査ロボット（LUBOT）』や学生がアメ

リカ・ネバダ州 ブラックロック砂漠

での実証実験（ARLISS）に使用した 

 

 

を完成させました。上空 50 メートルの

飛行船から降下実験を行なうと、落下し

てくるパラシュートを追いかける子ど

もも。地元参加者のほか、ラグーナ蒲郡

への観光客も集まりました。 

缶パラシュートには、ミニ・ビデオカ

メラを搭載して上空からの映像も記録。

見学者に映像を見せ、地球観測を思わせ

る醍醐味を感じていただきました。 

 

 

 

 

ション大会を開催。1 年生から 4 年生

までの有志が参加してミニサッカー

大会が行なわれ、爽やかな汗を流し、

先輩・後輩間の親睦を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロボットに対する質問に追われました。

講演者の Blackerby 氏も本学ブースへ

訪れ、月面探査ロボットなどに大変興味

を持たれていました。  

 

 

『小型自律ローバ』の実演展示、NHK

大学ロボコンに出場したロボット、医

療分野向け手術シミュレーターなどを

展示し、多くの方に関心を持っていただ

きました。 
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学生・教員の親睦を深める 

レクリエーション大会や親睦会を開催 

電子制御・ロボット工学科が各種イベントで展示 

大学が研究・製作する宇宙ロボットが人気 

NASA こども宇宙教室 

モリコロパーク夏まつり 

子どもとパラシュート降下実験 

  

 

 

 

自動車工業学科では、新入生を対象と

したフレッシュマンセミナー「エンジニ

アの仕事と夢」を、5月16日（木）に

開催しました。 

このセミナーは、現場で活躍するエン

ジニアの話や整備のデモンストレー

ションを通して、将来像を思い描き、夢

に邁進することを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

7月4日（木）、5日（金）に自動車工

業学科2年生の社会研修を実施しました。 

研修先は、東京ビックサイトで開催

された「オートサービスショー2013」。

オートサービスショーは、隔年で開催 

 

 

 

 

 

 

8月 1日（木）、自動車工業学科1年

生と機械システム工学科3年生（1級

自動車整備士養成課程）を対象に、ス

ズキ（株）およびスズキ販売会社各社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8月 27日（火）～9月8日（日）まで

「アメリカ留学研修旅行」がペンシルバ

ニア工科大学で実施されました。研修

旅行は、ナイアガラの滝めぐりなどの

観光からはじまり、ペンシルバニア工

科大学での留学向け ELS（English as 

Second Language）や工学授業に参加

しました。休日には、大学の先生宅で

Welcome partyが行なわれるなど、実践 

 

 

 

 

今回は、自動車メーカーのマツダ（株）

と販売会社の東海マツダ販売（株）にご

協力いただき、クリーンディーゼルエン

ジンを搭載した新型アテンザやCX-5、ロ

ードスターなど7台が運び込まれました。 

卒業生のエンジニアから、整備士とし

ての仕事のやりがいを聞いたほか、新技

術の紹介、故障診断機による整備のデモ 

 

 

 

 

 

 

される国内最大の自動車整備機器の展

示会です。見学した学生は、自分自身

が最新の整備機器を使用して自動車整

備士として活躍する姿を想像し、大き

く夢が膨らんだようです。 

 

 

 

 

 

 

の協力のもと「スズキ技術講習会」を

開催しました。 

低燃費技術の「エネチャージ」の説明

や先進安全技術「レーダーブレーキシス 

 

 

 

 

 

 

的な英語環境の中で、学生たちは楽し

みながら本場の英語力を身につけて

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ンストレーションが行なわれました。 

マツダの革新的な新技術「スカイアク

ティブテクノロジー」に触れた新入生た

ちは、さらに車への興味が深まり、整備

士への情熱が高まったようです。 

 

 

 

 

 

 

また、この研修は「一流のマナーを

身につけ、一流の社会人を目指そう」

との趣旨から、ハイアットリージェン

シー東京へ宿泊。一流のマナーに目を

向ける機会にもなりました。 

 

 

 

 

テム」の体験、故障診断機を使った整備

実習など、体験を中心とした講習会とな

りました。 

学生たちは、最新の技術に触れ、普段

の授業では味わえない体験ができたよ

うです。 

 

 

 

 

 

 9月 2日（月）～9月5日（木）まで、

自動車工業学科の学生を中心に「韓国研

修旅行」を実施しました。 

 ソウル市内では、ショッピングや食文

化を体験し、韓国文化に親しみました。 

 研修2日目は、現地の龍仁松潭大学と

新丘大学を訪問し、学生間交流を行いま

した。韓国の学生からは、本学の学生に

対し、日本の車検制度や車の改造に関す

ること、ハイブリッドカーについての質

問があり、話をする中で、お互いに親交

を深めることができたようです。 
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自動車工業学科 新入生を対象に 

「エンジニアの仕事と夢」 フレッシュマンセミナー 

自動車工業学科 2 年生 社会研修 

東京ビッグサイト「オートサービスショー2013」見学  

「エネチャージ」 「レーダーブレーキシステム」 

スズキの最新技術や整備方法を体験する 

アメリカ、韓国での海外研修 

海外の学生と交流し、国際感覚を身につける  

アメリカ留学研修旅行 

韓国研修旅行 
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今回は、自動車メーカーのマツダ（株）

と販売会社の東海マツダ販売（株）にご

協力いただき、クリーンディーゼルエン

ジンを搭載した新型アテンザやCX-5、ロ

ードスターなど7台が運び込まれました。 

卒業生のエンジニアから、整備士とし

ての仕事のやりがいを聞いたほか、新技

術の紹介、故障診断機による整備のデモ 

 

 

 

 

 

 

される国内最大の自動車整備機器の展

示会です。見学した学生は、自分自身

が最新の整備機器を使用して自動車整

備士として活躍する姿を想像し、大き

く夢が膨らんだようです。 

 

 

 

 

 

 

の協力のもと「スズキ技術講習会」を

開催しました。 

低燃費技術の「エネチャージ」の説明

や先進安全技術「レーダーブレーキシス 

 

 

 

 

 

 

的な英語環境の中で、学生たちは楽し

みながら本場の英語力を身につけて

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ンストレーションが行なわれました。 

マツダの革新的な新技術「スカイアク

ティブテクノロジー」に触れた新入生た

ちは、さらに車への興味が深まり、整備

士への情熱が高まったようです。 

 

 

 

 

 

 

また、この研修は「一流のマナーを

身につけ、一流の社会人を目指そう」

との趣旨から、ハイアットリージェン

シー東京へ宿泊。一流のマナーに目を

向ける機会にもなりました。 

 

 

 

 

テム」の体験、故障診断機を使った整備

実習など、体験を中心とした講習会とな

りました。 

学生たちは、最新の技術に触れ、普段

の授業では味わえない体験ができたよ

うです。 

 

 

 

 

 

 9月 2日（月）～9月5日（木）まで、

自動車工業学科の学生を中心に「韓国研

修旅行」を実施しました。 

 ソウル市内では、ショッピングや食文

化を体験し、韓国文化に親しみました。 

 研修2日目は、現地の龍仁松潭大学と

新丘大学を訪問し、学生間交流を行いま

した。韓国の学生からは、本学の学生に

対し、日本の車検制度や車の改造に関す

ること、ハイブリッドカーについての質

問があり、話をする中で、お互いに親交

を深めることができたようです。 
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自動車工業学科 新入生を対象に 

「エンジニアの仕事と夢」 フレッシュマンセミナー 

自動車工業学科 2 年生 社会研修 

東京ビッグサイト「オートサービスショー2013」見学  

「エネチャージ」 「レーダーブレーキシステム」 

スズキの最新技術や整備方法を体験する 

アメリカ、韓国での海外研修 

海外の学生と交流し、国際感覚を身につける  

アメリカ留学研修旅行 

韓国研修旅行 
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お知らせ 

 

 

 

 

 

 

○平成 25 年度教育懇談会 

 本学での教育懇談会を10月8日（火）

～18日（金）までの間に実施します。10

月12日（土）、13日（日）には、大学祭

も開催していますので多くのご参加をお

待ちしています。 

なお、去る6月 29日（土）～7月 14

日（日）には、富山、高山、長浜、熊野、

伊勢、金沢、福井、飯田、静岡、松本、

浜松の11会場で懇談会を実施。大学院、

大学、短期大学あわせて 83 名の保護

者が出席されました。 

 

 

 

愛知工科大学および愛知工科大学自

動車短期大学は、文部科学省所管の大学

法人であることから、私立学校法を遵守

することを基本としています。 

 平成24年度決算が承認されたことか

ら、この法令に基づいた財務状況につ

いてお知らせをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇談会では、それぞれの学生や家庭

の心配ごとに応じて、就職活動、教育

費、交友関係、下宿生活、日頃の生活

態度など、様々なお話をすることがで

き、有意義なものとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○インフォメーションの整備 

インフォメーションディスプレイ

システムが 25 年度より本格運用され

ました。学生のための様々な情報を提

供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学務課 

事務局 
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○平成 25 年度奨学金等新規採用者数実績（8月 31 日現在） 

奨学金等の種類 大学院 大学 短期大学 

日本学生支援機構奨学金 
第一種 １ １５ ４ 

第二種 ２ ４７ ３５ 

学校法人電波学園奨学金（恒学基金） ０ ０ ０ 

授業料免除 ０ １７ ５ 

教育ローン利子補給奨学金 ０ ０ ０ 

ファミリー奨学金 ― ２ １ 

学修奨学金 ― ５ ４ 

 

 

 

 

愛知県の民話を絵本アプリとして制

作する「カラクリBOOKS」の活動（代

表：筒井潔様）に、今年度もプログラ

ミング研究部（プロ研）が協力します。 

カラクリBOOKSとは、iPadを使った

絵本アプリです。電子書籍のように画面

へのタッチで、ページをめくることがで

き、絵にあわせた朗読と効果音が流れま

す。また、画面中のキャラクターなどを

触ると、様々な動きや音を出す「カラク

リ」が隠されているのが特徴です。 

 平成25年1月にApple社 App Store で

公開した「カラクリBOOKS蒲郡版『竹島

と俊成さん』」でのプログラミング技術

が評価され、今回は日本最大の生産量を

誇り、日本三大瓦のひとつ「三州瓦（さ 

 

 

 

 

 

平成 25 年度卒業生で、今年 3 月に

1 級自動車整備士試験（学科）に合格

した 13 名と、前年度に合格した OB１

名が、5月 12日（日）に行われた１級

自動車整備士試験（口述）を受験し、見

事全員が合格しました。 

 今回の合格者で、本学で学んだ工学士 

の学位を持つ１級自動車整士が100名を

超えました。 

 

 

 

 

 

スマートフォン（スマホ）や携帯電話

を使いながらの自転車運転が危険であ

ることを学ばせたいと、新城高校より情

報メディア学科小塚教授へ依頼があり、

7 月 2 日（火）、全校生徒 567 名を体育

館に集めて交通講話を行いました。 

小塚教授は、以前から携帯電話やスマ

ホの”ながら使用”の危険性について研

究してきました。最近、事故の急増によ

り、その危険性が問題視されています。 

講話では、テレビで放映した実験結果 

 

 

 

 

んしゅうがわら）を題材とした「カラク

リBOOKS 碧南版」を、碧南高校美術部

の生徒たちと制作することになりました。 

 プログラミング研究会が担当する

のは、生徒たちが書いた絵に、キャラ

クターの動きや音のギミック（カラク

リ）をプログラミングで実現し、アプ

リを完成させることです。 

5 月、美術部の生徒たちが書いた絵

コンテやイラストを見せてもらいな

がら、どのようなギミック（カラクリ）

を入れたほうが良いかなどの意見交

換を行いました。 

 現在、数ヶ月ごとに打ち合わせを行

い、実装を進めています。平成 26 年

早々には完成させる予定です。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を見せながら危険性を解説。その後、高

校生に視線計測の機器を装着して自転車

を運転する実験（通常運転、スマホ運転）

をし、スマホ使用時の視界が、通常の

3分の1以下になることが示されました。 

 また、事故を起こした自転車の運転者

が、民事訴訟で高額な賠償金支払いを求

められた判決を例にあげ、「画面を見な

がらの運転は非常に危険で、被害者にな

るだけでなく、加害者にもなり得る」と

注意を呼びかけました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

プログラミング研究会ホームページ 

http://proken.main.jp/ 
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活動内容や学生制作のオリジナルゲームなどが紹介

されています 

 

iPad アプリ 「からくり BOOKS 碧南版」 

高校生の書いた絵を、プロ研の学生が絵本アプリに 

1 級自動車整備士試験 口述試験（2 次）に 

筆記試験（1 次）合格者 14 名が挑戦し、全員合格 

自転車運転中 ”スマホの使用”は危険！ 

小塚教授が高校の交通講話で、実験結果を解説 

愛知工科大学自動車短期大学 

自動車工業学科 
 

2級自動車整備士資格取得 

（ガソリン・ジーゼル両資格） 

自動車短期大学 

自動車整備専門学校 
 

2級自動車整備士資格取得 

（ガソリン・ジーゼル両資格） 

３
年
次
編
入
学 

愛知工科大学 工学部 

機械システム工学科 
 

1級自動車整備士養成課程 

【国土交通省認定】 

 

1級自動車整備士専門科目 
（インターンシップ200時間以上を含む） 

＋ 
機械システム工学科 履修科目 

（ 2年間 ） 
 

・1級自動車整備士受験資格 

・大学卒業 [学士（工学）の学位授与] 

 

学
科
試
験 

２
次[

口
述]

１
次[

筆
記]

実技試験 

免除 

級
自
動
車
整
備
士 

＋ ＝  4年で取得 2年 2年 

１ 
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8 月 2 日（金）、3 日（土）、三重県

の鈴鹿サーキットで行なわれたソー

ラーカーレース鈴鹿 2013 にソーラー

カー部が出場しました。 

今回は、昨年までの ENJOY クラスか

ら、ソーラーカーの実用化を目指す国

際規格であるオリンピアクラスへス

テップアップ。このクラスは 4輪であ

ることや、ヘッドライト、テールラン

プ、方向指示器などの装備が義務づけ

られ、公道でのレースを視野に入れた

安全性が重視されます。 

そのため、ソーラーカー部は車体を

一新しての出場となりました。 

車体は、光岡自動車のキットカー：

K2（ガソリン車）をベースに、電気自

動車へコンバートしたものを使用し

ました。 

ソーラーパネル取付板には、軽量か

つ剛性を持たせるために、CFRP（炭素

繊維強化プラスチック）を採用しまし

た。このため、CFRP を加工するための

高温で焼き固める炉も製作。ペーパー

ハニカムをコア材にした CFRP を形成

加工し、幅 160cm、長さ 330cm、厚さ

6cm の取付板を製作しました。これに

より、ソーラーパネル部分は、パネル

25 枚を含めて 22kg と大幅な軽量化に 

 

 

 

 

 

平成 25 年蒲郡市民企画公募まちづく

り事業助成金審査会の公開プレゼンテ

ーションおよび書類審査により、学生サ

ークル「蒲郡Fan」の取り組みが評価さ

れ、助成金97万円が交付されました。 

蒲郡市民企画公募まちづくり事業助

成金とは、地域の多様な活動主体が公共

の領域をともに担いあう「新しい公共」

の考え方のもとに、蒲郡市に「新たな支

えあい」の担い手を創出し、地域公共

サービスを豊かに展開していくこと

を目的としたものです。 

これまで「蒲郡Fan」は、地域活性化 

 

 

 

 

成功。剛性との両立も果たすことがで

きました。 

電池は、平成 25 年 1 月時点のルー

ルに従い（株）マイクロ・ビークル・ 

ラボ社にリチウムイオン電池の製作

を発注しました。しかし、発注後にル

ール変更があり、バッテリー質量が最

大 15Kg から 22kg に。バッテリーの発

注後であったたため、やむなく 15Kg

のバッテリーを搭載。残念ながら、

22Kgを搭載したチームとのバッテリー

容量差は 1.5 倍になってしまいました。 

完成したソーラーカーは、他のチー

ムよりも公道を走る車に最も近い形

となりましたが、ベース車両の重量が

影響して総重量約200Kgに。さらにバッ

テリー性能にも不安をかかえてのレー

ス参加になりました。 

当日は、強い日差しが照りつける中、

12 時に 5 時間耐久レースがスタート。

開始から2時間で、順調に16周を走行

しました。17 周目に入り、バッテリー

残量がほぼ無くなったためピットイン。

車両の点検と太陽光による充電を行い

ました。その後も走行と停止しての充電

を繰り返しながら、23周に到達。結果、

オリンピアクラスで7位となりました。 

レース後には、「市販車を使っての 

 

 

 

 

 

を目的に「市内の観光スポット」「ショッ

プ」「グルメ情報」など、蒲郡の魅力を

Webや Facebook、Twitterといったソー

シャルネットワーキングサービスを活

用して情報発信してきました。今後は、

市民が企画するイベントサイトの構

築と、市民が情報発信しやすい「まち

の瓦版」のような機能を追加し、さら

に市民にとって公益なサイトを構築

していく予定です。 

学生たちは、フォトコンテストなど

のイベントも企画し、地域貢献に勤し

んでいます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソーラーカー製作は、車両重量、空気

抵抗などに課題がある」「ソーラーカー

といえども 5 時間耐久レースでは、ス

タート前にフル充電したバッテリーで

の走行がメインのため、搭載バッテリ

ーの容量が、大きく走行距離に影響を

与える」などの反省点があげられ、部

員たちは次年度に向けての調整点を話

し合いました。 
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FIA ALTERNATIVE ENERGIES CUP ソーラーカーレース鈴鹿 2013 

国際規格のオリンピアクラスに挑戦 

Web や Facebook、Twitter を使った“街おこし” 

蒲郡市のまちづくり事業で社会貢献 

 

 

平成 25 年 2 月に基礎教育センター

が発展的に改組し、総合教育センター

となりました。総合教育センターには、

基礎教育部門、初年次教育部門、教育

連携部門があり、今年度からの教育目

標である「自立と夢の実現」に向けた

AUT 教育の推進を担っています。今年

度からはじまった教育改革の柱は「意

欲喚起型科目」と「雁行型教育科目」

で構成される1年次の授業からはじま 

 

 

 

今年度の主な活動をご紹介します。 

 

1．地元市町村との連携を強化します。

①蒲郡市とは「がまごおり産学官ネット

ワーク会議」が進めている、鮑陸上養殖

プロジェクトが着実に推進できるよう

に協力しています。現在は、養殖地を旧

蒲郡市民プール跡に決定し、養殖方式の

検討を行いつつ、養殖装置（飼育槽、濾

過槽）、実験水槽などの仕様策定を進め、 

県立三谷水産高等学校の協力のもと、今

年中の本格稼働を目指しています。 

②幸田町とは、町が主催する「幸田プレ

ステージレクチャーズ」を後援するとと

もに、本学の研究成果を会場でブース展

示するなどして、同レクチャーズを盛り

上げています。6 月 28 日（金）には、

電子制御・ロボット工学科のロボット技

術の展示を行い、10月 22日（火）には、

ITS関連（高度交通システム研究所等）

の研究成果の展示を予定しています。 

 

 

 

○キャンパスネットワークサーバ更新 

WindowsServer2012 を導入し、キャ

ンパスネットワークの機能をより充

実させています。まもなく、運用を開

始します。 

 

○インストールメディアの販売について 

Windows 7 や Microsoft Office 2010

のインストールメディアを販売してい

ます。最新のWord や Excel を自宅のデ

スクトップパソコンや個人のノートパ 

 

 

ります。「意欲喚起型科目」は「AUT

教育入門」「キャリア形成と職業」な

どの科目であり、協同学習を主体とし

たものです。「雁行型科目」は「基礎

数学総合」「英語基礎」といった科目

で、意欲と基礎学力を指標に 4つの授

業クラスにわけ、協同学習を取り入れ

ながら全体を引き上げていくことを

特長としています。 

さらに、2年次以降の科目授業にも、 

 

 

 

③岡崎市とも、ものづくり推進協議会事

業を通じて協力体制を維持発展させて

いきます。 

 

2．地域の高等教育研究機関との連携

事業に参画します。 

①「東海 iNET（東海イノベーション・

ネットワーク）」の一員として産学官

連携体制を強化し、地域の活性化に貢

献できるようにします。 

東海 iNET は、平成 20 年度静岡大学と

豊橋技術科学大学が中心となり、参画

機関の連携・協力により、産学官連携

体制の強化を図るとともに、地域イノ

ベーションによる地域の活性化に貢

献することを目的とし、愛知・静岡県

の 19 機関が参加しています。 

②あいちサイエンスフェスティバルの一

員として「さかえサイエンストーク」に

参画します。本学は、10月第4週「あい

ちものづくりWeek」中の21日（月）に 

 

 

 

ソコンへインストールできます。 

なお、在学期間中は授業などで使用す

る個人のノート型パソコンを、メディア

基盤センターへ持参すると、Windows 7 

Pro へのアップグレードや Microsoft  

Office 2010 のインストールができま

すが、卒業後はライセンス認証の更新

ができなくなるため、いずれ、ライセ

ンス切れとなり使用できなくなります。 

卒業後、ライセンス切れで使用できな

くならないように、インストールメディ 

 

 

協同学習の導入を積極的に取り入れ

ています。 

この協同学習を高校生の方にも体

験してもらうことを狙い、高大連携事

業の一環として 8月 6日（火）に体験

授業を行いました。三河地区の 2つの

高校から11名の参加者がありました。

その他、授業改革につながる FD講演、

各種セミナーなどにも積極的に取り

組んでいます。 

 

 

 

「香りや音で自動車事故を防ぐ未来技術」

をテーマに、参加予定です。同フェステ

ィバルは、名古屋大学が中心となって平

成23年度に、愛知県内15の大学、行政

機関、研究所などが参加し、広く愛知県

内で、サイエンス（理系全般）への興味

と関心を喚起し、人々の交流と議論の場

を生み出すことを目的に組織されました。 

 

3．東三河地域防災研究協議会に参加して

います。同協議会には、豊橋市などの8市

町村と本学を含めた4大学が参加し、将来

予想される地域の各種災害への対策など

を共同で研究し、成果を活用します。本学

から提案したテーマも採択されています。 

 

＊＊＊連絡・お問い合わせ先＊＊＊ 

地域・産学連携センター 

地域・産学研究協力室 

E-mail:chiiki@aut.ac.jp 

Tel:0533-68-1304(内線：2122） 

 

 

 

アの購入をお勧めします。 

卒業年度生の最終申し込みは、来年

1 月末日です。2 月以降の申込みでは

卒業日以降の納品となるため、お渡し

できません。卒業年度生の購入希望者

は、1 月末日までに忘れずに申し込み

手続きを完了してください。 

使用条件・詳しい内容につきまして

は、メディア基盤センター事務室にて

ご案内しています。 
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○図書館開館時間の変更 

平成 25 年 4 月より、通常講義の開

講期間は 20：30 まで開館しています。 

 

○4号館学生自習室の利用について 

今年度より、4 号館学生自習室への

入退出は、6号館図書館入口ではなく、

4 号館側の入口とします。自由に入室

し、個人学習やグループ学習にご利用

ください。 

 

 

 

「研究から部活まで･･･ものづくり

を支援します！」を合言葉に、本学で

の卒業研究、サークル・部活動での支

援と並行して、さらに広く地域社会に

開かれた「ものづくり工作センター」

を目指して活動を展開しています。 

機械加工室では、旋盤・フライス盤・

ボール盤・帯のこ盤などが設置され、

手軽に金属等の機械加工ができます。

木工加工室では、帯ノコギリ盤、糸ノ

コギリ盤、電動ノコギリなどがあり、

木材の加工が簡単にできます。電子工 

 

 

 

～インターンシップ実施報告 ～ 

本学では、現場体験に基づく学習とし

て夏休みを利用したインターンシップを

奨励しています。今年度は工学部 39 名、

短期大学59名が参加しました。 

インターンシップは従来の就職活動

を視野に入れた工学部3年生に加え、今

年度からは、教育目標である「自立と夢

の実現」を目指し、学生自身が主体とな

って「意欲」「人間性」「能力」をバラン

スよく向上させる「AUT 教育」の学外プ

ログラムとして、1・2年生が参加してい

ます。1 年生では、入学時の工場見学に

続き、地元の幸田町と周辺企業の協力で、

2～4名のグループに分かれて3～5日の

実習に参加、それぞれのテーマに沿っ

た実地研修と成果発表を行いました。

2年生では、東三河地域協力センターと

地元企業の協力で、地域のものづくり企

業を知るためのバス見学を2日、実地研 

 

 

○新規受入資料 

平成24年後期～平成25年前期まで

に、図書 805 点、視聴覚資料 18 点を

受け入れました。 

専門科目の図書だけでなく、ベスト

セラーや学生からのリクエストによ

る図書も多数受け入れましたので、

どうぞご利用ください。 

 

 

 

 

 

作室には、各種電子計測器が取り揃え

てあり、電子工作も気軽にできます。 

また、今年度も「工作機械・電動工具

の取扱い安全講習」を実施し、延べ 26

名の学生に修了証を発行しました。卒

業研究や部活動に役立ててもらえれ

ばと思っています。 

さらに、卒業研究・サークルなどか

らの要望により、当センターのスタッ

フがいない場合でも同センターが利

用できるよう「ものづくり工作センタ

ー使用規定」を改訂し、利用しやすく 

 

 

 

修を5日、その後、地域企業の経営者に

よる講演や意見交換に基づいたワーク

ショップに参加しました。 

インターンシップ終了後、学年合同の

報告会を行い、事前に作成したプレゼン

資料を使って、参加に至る動機や実習内

容と成果、これからの目標と課題につい

て発表しました。学年合同での実施は、

同じ目標と連帯意識で結ばれたエン

ジニア志向の学生たちが、お互いの推

進力で切磋琢磨し、共に大きく成長す

ることを期待して企画しました。 

また、自動車業界のエンジニアやメカ

ニックを育成する短期大学は、1年生を

対象に 5 月にはマツダフレッシュマン

セミナー、8 月にはスズキ技術講習会、

スバルメカニックインターンシップ、

9月には就職活動の準備として、自動車

メーカ 12 社による講演会など産学連

携プログラムが充実しています。短期 

 

 

○図書館だより第 8 号発行 

平成 25 年 4 月、『AUT 図書館だより

第 8号』を発行しました。教員による

推薦図書、新着図書案内などを掲載し

ています。図書館利用のご参考にご一

読ください。図書館内および図書館入

口の掲示板下に置いてあります。 

 

 

 

 

 

 

しました。使用規定および使用前・使

用後点検表は愛知工科大学イントラ

ネット（学内専用）の「ものづくり工

作センター」にアップしてありますの

で利用時には、ご確認ください。 

 今後も、AUT 祭（大学祭）、蒲郡市

のごりやく市、商工会議所などからの

依頼講座への支援・協力を行う予定と

なっています。 

 みなさん、1 号館 1 階 1107 室（も

のづくり工作センター）へお気軽にお

越しください。 

 

 

 

大学も今年度から 2 年生の夏休みに、

3～5日のインターンシップを義務付け、

学内で行うビジネスマナー講座との併

用で、社会人の自覚を促し、入社に向

けた意識の高揚、挨拶・身だしなみ・

名刺交換などビジネスシーンで要求さ

れる基本動作の習得をしました。 

インターンシップを通じて、学生たち

は社会や職業を知り、大学での勉強との

関連から、将来の夢や仕事について真剣

に向き合える絶好の場となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリアセンター 

図書館 

ものづくり工作センター 
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急速に普及するスマートフォン（ス

マホ）。通話はもちろん、インターネ

ットによる情報検索、ゲームや音楽、

Facebook や LINEなどのSNS（ソーシャ

ルネットワーキングサービス）など、

非常に便利な機能が搭載されていま

す。そして、常に携帯して場所を選ば

ず、いつでも利用が可能です。 

しかし、利便性の高さから、歩きな

がらスマホを利用する「歩きスマホ」

が急増。「歩きスマホ」をしていた人

がホームから転落したり、他の歩行者

と接触して事故を起こすケースが増え、 

 

 

 

 

 

実験は、スマホ使用者に瞳の動きを

追うカメラをつけ、視線データをデジ

タルレコーダーに取り込みます。記録

されたデータをコンピュータで解析

し、視線の動きをグラフィカルに再現

する装置で視線の動きを表しました。 

横断歩道を手ぶらで渡ったときと、

スマホで Twitter をしながら渡ったと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その危険性が指摘されるようになり

ました。 

今年 5 月には、東京の JR 四ツ谷駅

ホームで、携帯電話を見ながら歩いて

いた小学生が線路に転落する事故が

起き、マスコミ各社が「歩きスマホ」

の危険性を取りあげました。 

以前より、スマホの「ながら使用」

の危険性に着目して、駅のホームや交

差点などで実証実験を行い、さまざま

なデータを解析して危険性を訴えてき

た小塚研究室へは、メディア各社から

検証や解説の依頼が多くありました。 

 

 

 

 

 

きの視線を比較した結果が左下の写

真です。 

 実験で「歩きスマホ」をすると、す

れ違う人と接触することも。 

検証の結果、手ぶらでは、前後、左

右、横断歩道の先まで満遍なく見てい

るのに対し、「歩きスマホ」では、自

分は周りを見ているつもりでも、意識

がスマホ画面に集中するため、ほぼ画

面に視線が釘付けになります。さらに

下を向いて歩くため、視界は 2～3ｍと

非常に狭いことが証明されました。 

 このほか、小塚研究室では、ヘッド

ホンをして音楽を聞きながら自転車

を運転する場合の視野についても検

証。この場合も、視線が中央に集まり、

視野が狭まることが実証されています。 

 

 

 

 

 

駅のホームでは、スマホ使用者が転

落する危険性はもちろん、周囲の人に

接触して転落させる、メールなどを確

認するために突然立ち止まって周囲

の人と接触するなど、「歩きスマホ」

による事故が増えています。このため、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームや車内放送などで注意を呼び

かけています。 

スマホをお持ちのみなさん、「歩きス

マホ」は大変危険です。あなたが事故の

加害者になることもあります。ご注意く

ださい！！ 
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特殊なカメラで使用者の視線を計測して解析 

視野が極端に狭まり、ほぼ画面に釘付け 

テレビ放送         

・NHK E テレ「Rの法則」 7月 1 日 

・CBC「ゴゴスマ」 6月 26 日 

・名古屋テレビ（メ～テレ）「UP！」 6月 21 日 

・NHK総合テレビ「週間ニュース深読み」 6月 15 日

・フジテレビ「アゲるテレビ」 6月 13 日 

・TBS「みのもんたの朝ズバッ！」 6月 13 日 

・九州朝日放送「アサデス。」 6月 11 日 

・名古屋テレビ（メ～テレ）「ドデスカ！」 6月 7日 

・北海道テレビ「イチオシ！」 5月 31 日 

・TBS「Nスタ」 5月 27 日 

・TBS「NEWS23」 5 月 23 日 

・毎日放送「VOICE」 5 月 22 日 

・フジテレビ「とくダネ！」 5月 2日 

 

新聞掲載         
・毎日新聞（朝刊 25面） 

 「歩きスマホ 禁 作戦」 8月 6日 

・中日新聞（朝刊 1面） 

「歩きスマホ 駅では厳禁 ホームから転落 

階段で人と衝突」 7 月 15 日 

・北海道新聞（夕刊 6面） 

 「スマホの「ながら歩き」画面に引き込まれ

転落も」 6月 15 日 

・朝日新聞（朝刊 34面） 

 「危ない！歩きスマホ画面に集中･･･ 

  転落、衝突」 6 月 4日 

・読売新聞（夕刊 1面） 

 「やっぱり危険「歩きスマホ」駅ホーム 

  転落事故増加」 5 月 29 日 

 

その他         
・月刊 AERA 4 月 15 日号 

 「君たちは歩く凶器だ」 

 

○

自分では注意しているつもりでも･･･ 

突然「立ち止まる」など、予測できない行動が事故に 

NHK 総合テレビ「週間ニュース深読み」

取材を受ける小塚教授 手ぶらのときの視線の動き 

スマホ操作中の視線の動き 

※交差点、駅ホームなどでの実験は、警察署や鉄道会社 

などに許可をいただき行いました。 

「歩 きスマホ」は非常に危 険！ 

あなたが重大な事故の加害者になることも 
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6 月 9 日（日）、東京・代々木国立オ

リンピック記念青少年総合センターに

おいて行なわれた、NHK 大学ロボコン

2013に本学のロボ部が出場しました。 

NHK 大学ロボコンとは、NHK（日本放

送協会）、NHK エンタープライズが主催

するロボットコンテストで、ABU（アジ

ア太平洋放送連合）の主催するロボッ

トコンテストの日本代表選考会を兼ね

ています。今回で12回目を迎えたこの

大会には、書類審査、ビデオ審査と厳

しい審査を通過した 21 大学が出場し、

アイディアや技術を競いました。 

 

 

 

 

 

 

今回の競技課題は「THE GREEN PLANET

（グリーンプラネット）」。競技時間は3

分間。2チームによる対戦形式で、手動

ロボット、自動ロボットの2台を製作し、

地球が描かれたフィールドを進みます。 

フィールド奥には、月に見立てた台が設

けられており、2台のロボットが地球を

「木の葉」（円筒形の筒）で埋めた後、

自作の「苗木」を4ｍ先の月に向かって

飛ばし、見事に着地させれば「グリーン

プラネット」達成となり勝利します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

過去には、優勝、準優勝と輝かしい

実績を持つロボ部ですが、ここ数年は

書類審査を通過するものの、なかなか

出場を果たすことができませんでした。 

しかし、ロボットに対する「情熱」は

脈々と受け継がれ、今回の出場へと繋

がりました。 

ロボット製作は、大会テーマを意識

しながらとことんこだわりました。ユ

ニークなデザインや動きと、機体の強

度やバランス、制御の手法などを両立

することは非常に困難を極めました。 

新しい発想を随所に取り込んだロ

ボットが完成するまでには、チーム内

で意見がぶつかることも。しかし、そ

のエネルギーをプラスに変え、こだわ

りの 2台が完成しました。 

大会当日は、予想以上に滑るフィール

ドに手こずりながら、ギリギリまでプロ

グラムや機体の調整を行いました。 

予選リーグは、優勝候補の東京大学、

名古屋工業大学と対戦。手動ロボットは

順調に動いたものの、自動ロボットに予

期せぬトラブルが発生。残念ながら決勝

リーグへの進出はかないませんでした。 

大会を終えた部員たちは、結果への悔

しさはあっても、ここまで努力した達成

感から笑顔が見られました。そして大会

の閉会は、2014 年のロボコンに向け、

後輩たちへ「情熱」が受け継がれる瞬間

でもありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 25年 3月～9月） 

01 

手動ロボット「森さ～ん」 

バックヤードで調整を行なう 

ロボ部の学生たち 

北見工業大学    北海道  チーム・Onion 

筑波大学     茨城県  つくばろぼっとサークル 

ものつくり大学  埼玉県  イエロージャケッツ 

工学院大学    東京都  ＫＲＰ 

電気通信大学   東京都  ロボメカ工房 

東京大学     東京都  RoboTech 

東京農工大学   東京都  Ｒ.Ｕ.Ｒ 

横浜国立大学   神奈川県 Robo+ism 

長岡技術科学大学 新潟県  RoboPro@nut 

新潟大学     新潟県  科学技術研究部 

金沢工業大学   石川県  飛翔 

信州大学     長野県  Green Gears 

愛知工科大学   愛知県  テクノゆめトピア 

豊橋技術科学大学 愛知県  とよはし☆ロボコンズ 

名古屋工業大学  愛知県  ロボコン工房 

京都工芸繊維大学 京都府  TECHNOUS-KIT 

大阪工業大学   大阪府  大工大TECFER 

徳島文理大学   香川県  プロジェクトRK 

九州大学     福岡県  ＫＵＲＴ 

福岡工業大学   福岡県  FIT-BLUE 

長崎総合科学大学 長崎県  NiAS夢工房 

 

NHK 大学ロボコン 2013 

出場大学 

自動ロボット「星マモリューくん」

奨励賞を 

いただきました 

NHK 大学ロボコン 2013 

ビジュアルにこだわった 2 台のロボットで挑戦 

研 究 室 訪 問 
- 電子制御・ロボット工学科 永野研究室 - 

日本は世界有数の長寿命国となりました。長く生きられるだ

けでなく、心身ともに健康でいきいきと毎日の生活を過ごし続

ける、いわゆるQOL(Quality Of Life)と呼ばれる生活の質の高

さが重要となってきています。医療機関では、手術によってQOL

が下がらないように、医療機器の高性能化、カテーテルによる

治療、最近ではロボット手術の導入など、患者さんの身体的手

術負担を軽減する低侵襲手術が積極的に進められています。 

永野研究室では、名古屋大学医学部脳神経外科と医工連携

を図り、くも膜下出血の原因となる脳動脈瘤の破裂を防止す

るコイル塞栓術と呼ばれるカテーテル治療の研究に取り組ん

でいます。脳内の動脈血管の弱い部分が血圧によってこぶ状

に膨らんでしまったものが脳動脈瘤で、コイル塞栓術では、

カテーテルを用いて瘤の中に白金製の金属ワイヤを充填し、

瘤を内側から固めます。金属ワイヤはコイル状の形をしてい

るために、この治療をコイル塞栓術と呼んでいます。コイル

塞栓術では瘤を破裂させないように所定の密度までコイルを

充填する必要があり、その充填操作に熟練を要しています。 

 

○手術手技の記録に関する研究 

2012年に、コイル塞栓術を支援する機器を開発して、日本

コンピュータ外科学会より論文賞（医学賞）を頂きました。

現在、コイル塞栓術の手術手技の記録および体験を行う装置

に関する研究をしています。 

手術訓練用に最近ではコンピュータを用いたリアリティの

高い画像を表示するシミュレータもありますが、コイル塞栓術

用には、なかなかよい訓練装置がありません。訓練効果を上げ

るには、熟練医師の技を真似るのが一番よいと考えます。そこ

で、本研究では、熟練医師のコイル挿入操作を記録するシス

テムと、その記録データを用いて若手医師がその操作を体験で 

 

 

きるシステムを研究しています。記録システムは、ロボット技

術の一つであるマスタースレーブ方式を用いています。本システ

ムでは、ワイヤを2つに切断し、マスター側のワイヤを医師が

操作し、その操作に合わせてスレーブ側のワイヤがコイルを瘤に

入れていきます。マスターとスレーブとの間でワイヤの挿入力

と位置を検出し、コイル挿入中の瘤の画像とともに記録します。

 

○技の支援・訓練・実現に挑戦する卒業研究 

 永野研究室では、人の技を支援するシステム、訓練するシス

テム、実現するシステムを卒業研究テーマとしています。外科

医のように器用な指先を持つ人は、世の中にたくさんいます。

例えばシェフやパティシエだけでなく、ソフトクリームを上手に

作れるファーストフードの店員さんもその一人かもしれません。

そこで、人の技の分野を食品関係にも広げています。学生にとっ

ては、身近な食品を扱うことで、研究意欲も上がってきます。 

これまでに医療分野では、触診トレーニングマシン、切開シ

ミュレータ、食品分野では、巨大たこ焼きロボット、ソフトク

リームロボットなどに取り組んできました。これらのシステム

は、4年生一人ひとりが1年間をかけてゼロから開発していま

す。大学の授業や実験で修得してきた、電気回路設計、マイコ

ン制御プログラム、機械設計などを活用し、大学生活の集大成

である卒業研究に挑んでいます。これらは学生向けの研究テー

マであるものの、一つの完成したシステムであり、大学外での

研究展示への出展もしています。また、ここから本格的な研究

へ繋がることもあります。私の役目は、学生一人ひとりを技術

者の卵として育てあげて、社会に送り出してあげることです。

意欲、人間性、および能力をバランスよく持った技術者となる

ようにこれからも学生を指導していきます。 
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永野佳孝 
准教授・博士（工学） 
 

［専門] パワーエレクトロニクス、 

ロボティクス、メカトロニクス、

医用システム 

［経歴] ＮＴＮ（株） 

     名古屋工業大学 プロジェクト准教授 

 

Profile 

コイル挿入操作記録システム 

シリコーン製の模擬動脈瘤へのコイル挿入中の画像 

触覚トレーニングマシン 切開シミュレータ 

巨大たこ焼き 

ロボット 

ソフトクリーム

ロボット 

Koka TIMES 平成 25 年 10 月 1 日（第 12 号）

マスター

スレーブ

瘤の撮影用

顕微鏡カメラ

4
mm
 



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＵＴ祭  
 

10 月12 日（土）・13 日（日） 午前10時～午後4時 

10 月 12 日（土） 

○「＆ＣＲＡＺＹ」ライブ 

○「マック中原」お笑いライブ 

○陶芸絵付体験（先着 50 名） 

10 月 13 日（日） 

○「カラスの弁護人」渥美守久氏 講演 

○「ＮｏＢ」アニソンライブ 

○コスプレ参加で豪華景品ＧＥＴ！ 

両日共通イベント 

○学科展、研究室公開 

○ロボット操縦体験＆ゲーム 

○模擬店、こども祭り ほか 

 大学祭のご案内 

平成 25 年度（後期） 行事予定表 
※学内における諸事情により、予定を変更することがあります。 

  

Koka TIMES 平成 25 年 10 月 1 日（第 12 号）

大学 
 

行 事 日 程 

10 

月 

教育懇談会 8日（火）～18日（金）

防災訓練 11日（金） 

大学祭 12日（土）、13日（日）

12 

月 
学生冬期休暇 21日（土）～ 

1 

月 

学生冬期休暇 ～7日（火） 

定期試験 24日（金）～ 31日(金)

2 

月 

4年 卒論提出期限 3日（月） 

成績発表 12日（水） 

4年 卒業研究発表会 14日（金） 

学内企業説明会① 25日（火） 

学内企業説明会② 26日（水） 

3 

月 

4年  卒業判定結果発表 7日（金） 

卒業証書・学位記授与式 14日（金） 

 

短大 
 

行 事 日 程 

10 

月 

教育懇談会 8日（火）～18日（金） 

防災訓練 11日（金） 

大学祭 12日（土）、13日（日） 

1年 健康診断 25日（金） 

11 

月 

1年 ＣＳ教育講座 1日（金） 

1年 就職模試② 29日（金） 

12 

月 

1年 学内企業説明会（座談会） 6日（金） 

2年 定期試験 6日（金）～10日（火） 

1年 中古車査定士試験 11日（水） 

2年 成績発表 16日（月） 

1年 学生冬期休暇 21日（土）～ 

2年 学生冬期休暇 25日（水）～ 

1 

月 

学生冬期休暇 ～7日（火） 

1年 就職活動調査① 17日（金） 

1年 定期試験 29日（水）～  

2 

月 

1年 定期試験 ～4日（火） 

1年 成績発表 7日（金） 

2年 卒業判定結果発表 21日（金） 

1年 学内企業説明会① 25日（火） 

1年 学内企業説明会② 26日（水） 

3 

月 

卒業証書・学位記授与式 14日（金） 

2年 整備士登録試験 23日（日） 

 

大学院 
 

行 事 日 程 

10 

月 

教育懇談会 8日（火）～18日（金）

防災訓練 11日（金） 

大学祭 12日（土）、13日（日）

12 

月 
学生冬期休暇 21日（土）～ 

1 

月 

学生冬期休暇 ～7日（火） 

博士：論文審査申請期限 15日（水） 

博士：審査会・公聴会 30日（木） 

2

月 

修士：論文審査申請期限 7日（金） 

修士：審査会・公聴会 18日（火） 

3 

月 
学位記授与式 14日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ソーラーカーレース鈴鹿 2013 オリンピアクラスに挑戦 

●学生サークルが蒲郡市の魅力を発信  ●各センターからのお知らせ 

●平成 25 年度行事予定表（10 月～3 月） 

Koka TIMES 
AICHI UNIVERSITY OF TECHNOLOGY 

AICHI UNIVERSITY OF TECHNOLOGY AUTOMOTIVE JUNIOR COLLEGE 

－ 心を磨き、技を極め、夢に挑む － 

 
平成 25 年 10 月 1 日（第 12 号）

ＮＨＫ大学ロボコン 2013 出場 

注意！！スマートフォンの「ながら歩き」 

編集／発行 

愛 知 工 科 大 学 

愛知工科大学自動車短期大学 

入試広報センター 
〒443-0047 
愛知県蒲郡市西迫町馬乗 50-2 
TEL.0533-68-1135 
URL.http：//www.aut.ac.jp/ 
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